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新設された領土・主権展示館島嶼研究ジャーナル　第 9巻 2号（2020 年 3月）

　内閣官房領土・主権対策企画調整室（以下、領土室）は、竹島問題及び
尖閣諸島を巡る情勢に関して、国内外において日本の立場についての正
確な理解が浸透していくよう、国民世論の啓発、国際社会に向けた発信
等を行ってきた。領土室は、これらの目的のために様々な事業を行って
きたが、2018 年 1 月に日比谷公園の東南側に位置する市政会館の地下 1
階に領土・主権展示館（以下、旧展示館）を開設し、内外発信の拠点とし
たことも発信事業の一環であった。
　旧展示館は、竹島と尖閣諸島が歴史的にも国際法上も日本の領土であ
ることの根拠、韓国や中国の領有権主張に対する反論を説明する証拠を
パネルや複製で展示した初めての国の施設だった。しかし、広さが約
100 平米と狭く、市政会館の地下にあり地上には看板も出せないため、
発信拠点としては若干物足りないといわざるを得なかった。
　加えて、領土・主権展示館と謳っていたにもかかわらず、北方領土に
関する展示が一切なされていなかったこともあり、この点について来館
者からの質問が相次いでいた。また、竹島と尖閣諸島が日本領である根
拠を示したパネルや資料の展示のみならず、中国や韓国の主張に対する
反論に関する展示が少なく、分かり難いこと等が指摘されていた。
　領土問題担当大臣は、2019 年 7 月に「領土・主権をめぐる内外発信
に関する有識者懇談会」を開催し、これまで領土室が実践してきた竹島
問題および尖閣諸島に関する情報や日本の立場について、正確な理解を
国の内外へ浸透させ得たかの検討を要請した。同懇談会は、同月 29 日
に提言「内外環境の変化を踏まえた発信強化の実践のために」を大臣に
手交し、同提言は『島嶼研究ジャーナル』第 9巻 1号に全文が掲載され
ているが、領土・主権展示館における発信強化についても十分なスペー
スを割いていた。

新設された領土・主権展示館
　領土室は、同提言による旧展示
館に対する様々な意見や要望を斟
酌して、旧展示館を拡張移転する
ために東京虎ノ門にある三井ビル
1 階に約 700 平米のスペースを確
保し、2020 年 1 月 20 日、政府に
よる島嶼領土問題の発信拠点とす
べく、新たな領土・主権展示館（以
下、新展示館）を設置した。

　新展示館は、旧展示館と比較し
て遥かに広くかつ明るい内部が
印象的で、北方領土を始めとし
て、竹島や尖閣諸島が日本の島嶼
領土となった経緯、その根拠とな
る証拠がパネルと複製で要領よ
く展示されており、新たな発信拠
点に相応しいものであった。新展
示館は、旧展示館の来館者からの

北方領土に関する展示がない、中国や韓国の主張に対する反論に関する
展示が少ない、ウェブや書籍では見ることのできない模型やジオラマな
ど体感的な展示を見たいなどの展示内容の充実を求める要望に応えた成
果であると言えよう。
　旧展示館は、中高年の男性に偏り女性や若年層の来館者が少ない傾向
があったため、新展示館では、小・中学校生などの若年層にも興味がわ
くよう、一方的な説明に終始せずに、随所で問題を出したりワークシー
トを配布したりするなどの工夫もなされるという。また、尖閣諸島の編
入経緯については、その背景として琉球には明治時代に沖縄県となるま
で王朝があったことと合わせて理解しないと分かり難いので、琉球の歴
史を展示することも視野に入れている。さらに、竹島で捕獲されたニホ
ンアシカの剥製「リャンコ大王」が、島根県立三

みかめ

瓶自然館から貸与され
期限付きではあるが展示されており、小・中学生の格好の話題となると
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新展示館外側の表示

新展示館の内部入口




